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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
　当社元社員による過年度に渡る保険料の不正請求及び架空売上の計上が判明したため、当該内容につき調査した結果、売上・

販売費及び一般管理費の過大計上が判明いたしましたので連結財務諸表の記載内容の見直しを行いました。

　その結果、第30期第１四半期連結累計（会計）期間の四半期連結損益計算書においては、販売費及び一般管理費が944千円減

少し、特別損失が22,660千円増加し、税金等調整前四半期純利益が21,716千円減少し四半期純利益が21,716千円減少しました。

四半期連結貸借対照表においては、受取手形及び売掛金が16,000千円減少し、その他流動資産が716千円減少し、その他流動負

債が5,000千円増加しております。

　これらを訂正するため、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき第30期第１四半期連結会計期間に係る四半期

報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　四半期連結財務諸表の記載内容にかかる訂正箇所についてはＸＢＲＬの修正も行いましたので、併せて修正後のＸＢＲＬ形

式のデータ一式（表示情報ファイル含む）を提出いたします。

　なお、訂正後の第30期第１四半期連結会計期間及び第30期第１四半期連結累計期間につきましては、ＫＤＡ監査法人により四

半期レビューを受けており、その四半期レビュー報告書を添付しております。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

第２　事業の状況

４　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(1）経営成績の分析

(2）財政状態の分析

(3）キャッシュ・フローの状況

第５　経理の状況

２　監査証明について

１　四半期連結財務諸表

(1）四半期連結貸借対照表

(2）四半期連結損益計算書

(3）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

注記事項

（四半期連結損益計算書関係）

（セグメント情報）

（１株当たり情報）

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿を付して表示しております。
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第一部【企業情報】
 

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

（訂正前）

回次

第29期
第１四半期
連結累計
（会計）期間

第30期
第１四半期
連結累計
（会計）期間

第29期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
６月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
６月30日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（百万円） 8,884 7,890 34,358

経常利益又は経常損失（△）
（百万円）

△40 △91 17

四半期純利益又は四半期（当期）
純損失（△）（百万円）

4 △131 △1,879

純資産額（百万円） 7,055 4,177 4,496

総資産額（百万円） 17,322 13,815 15,246

１株当たり純資産額（円） 473.09 266.79 288.44

１株当たり四半期純利益金額又は
１株当たり四半期（当期）純損失
金額（△）（円）

0.32 △9.55 △136.58

潜在株式調整後１株当たり四半期
（当期）純利益金額（円）

－ － －

自己資本比率（％） 37.6 26.6 26.0

営業活動によるキャッシュ・フ
ロー（百万円）

565 137 1,188

投資活動によるキャッシュ・フ
ロー（百万円）

△249 △18 △163

財務活動によるキャッシュ・フ
ロー（百万円）

△393 △586 △847

現金及び現金同等物の四半期末
（期末）残高（百万円）

2,476 2,244 2,731

従業員数（人） 1,104 1,037 1,027

　（後略）
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（訂正後）

回次

第29期
第１四半期
連結累計
（会計）期間

第30期
第１四半期
連結累計
（会計）期間

第29期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
６月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
６月30日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（百万円） 8,884 7,890 34,358

経常利益又は経常損失（△）
（百万円）

△40 △90 17

四半期純利益又は四半期（当期）
純損失（△）（百万円）

4 △153 △1,879

純資産額（百万円） 7,055 4,155 4,496

総資産額（百万円） 17,322 13,798 15,246

１株当たり純資産額（円） 473.09 265.21 288.44

１株当たり四半期純利益金額又は
１株当たり四半期（当期）純損失
金額（△）（円）

0.32 △11.13 △136.58

潜在株式調整後１株当たり四半期
（当期）純利益金額（円）

－ － －

自己資本比率（％） 37.6 26.5 26.0

営業活動によるキャッシュ・フ
ロー（百万円）

565 137 1,188

投資活動によるキャッシュ・フ
ロー（百万円）

△249 △18 △163

財務活動によるキャッシュ・フ
ロー（百万円）

△393 △586 △847

現金及び現金同等物の四半期末
（期末）残高（百万円）

2,476 2,244 2,731

従業員数（人） 1,104 1,037 1,027

　（後略）
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第２【事業の状況】

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（訂正前）

(1）経営成績の分析

（前略）

　これらの影響を受け、当第１四半期連結会計期間の連結業績は、売上高は7,890百万円（前年同期比11.2％減）となりま

した。利益面では、減収等による利益の減少224百万円がありましたが、主として事業を縮小した子会社の広告宣伝費、店舗

・事務所などの地代家賃の削減やフォーバルにおける営業権の前期減損等により、販売費及び一般管理費が159百万円減

少し、営業損失は88百万円（前年同期は23百万円の損失）、経常損失は91百万円（前年同期は40百万円の損失）、四半期純

損失は131百万円（前年同期は４百万円の利益）となりました。

（後略）

 

(2）財政状態

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ1,430百万円減少し13,815百万円となりまし

た。

　主な内容は、現金及び預金並びに受取手形及び売掛金の減少を主因に流動資産が前連結会計年度末に比べ1,305百万円減

少し、固定資産は無形固定資産の減少を主因に前連結会計年度末に比べ125百万円減少しました。

　流動負債は支払手形及び買掛金や短期借入金等が減少したこと等により前連結会計年度末に比べ1,125百万円減少し、固

定負債は前連結会計年度末に比べ13百万円増加しております。

　また、純資産は前連結会計年度末に比べ318百万円減少し4,177百万円となりました。

 

(3）キャッシュ・フローの状況

（前略）

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果獲得した資金は137百万円（前年同期比75.7％減）でした。これは主に、売上債権の減少額542百万円、棚

卸資産の減少額77百万円等の増加要因に対して、仕入債務の減少額487百万円等の減少要因によるものです。

（後略）
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（訂正後）

(1）経営成績の分析

（前略）

　これらの影響を受け、当第１四半期連結会計期間の連結業績は、売上高は7,890百万円（前年同期比11.2％減）となりま

した。利益面では、減収等による利益の減少224百万円がありましたが、主として事業を縮小した子会社の広告宣伝費、店舗

・事務所などの地代家賃の削減やフォーバルにおける営業権の前期減損等により、販売費及び一般管理費が160百万円減

少し、営業損失は87百万円（前年同期は23百万円の損失）、経常損失は90百万円（前年同期は40百万円の損失）、四半期純

損失は153百万円（前年同期は４百万円の利益）となりました。

（後略）

 

(2）財政状態

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ1,447百万円減少し13,798百万円となりまし

た。

　主な内容は、現金及び預金並びに受取手形及び売掛金の減少を主因に流動資産が前連結会計年度末に比べ1,322百万円減

少し、固定資産は無形固定資産の減少を主因に前連結会計年度末に比べ125百万円減少しました。

　流動負債は支払手形及び買掛金や短期借入金等が減少したこと等により前連結会計年度末に比べ1,120百万円減少し、固

定負債は前連結会計年度末に比べ13百万円増加しております。

　また、純資産は前連結会計年度末に比べ340百万円減少し4,155百万円となりました。

 

(3）キャッシュ・フローの状況

（前略）

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果獲得した資金は137百万円（前年同期比75.7％減）でした。これは主に、売上債権の減少額558百万円、棚

卸資産の減少額77百万円等の増加要因に対して、仕入債務の減少額487百万円等の減少要因によるものです。

（後略）
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第５【経理の状況】

２．監査証明について

（訂正前）

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年

６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表については監査法人トーマツによる四半期レビューを受け、当第１四半期連結会

計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年

６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表については、ＫＤＡ監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、当社の監査法人は次のとおり交代しております。

第29期連結会計年度　　監査法人トーマツ

第30期第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間　　ＫＤＡ監査法人

 

（訂正後）

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年

６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表については監査法人トーマツによる四半期レビューを受け、当第１四半期連結会

計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年

６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表については、ＫＤＡ監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、当社の監査法人は次のとおり交代しております。

第29期連結会計年度　　監査法人トーマツ

第30期第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間　　ＫＤＡ監査法人

　なお、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年

６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期報告書の訂

正報告書を提出しておりますが、訂正後の四半期連結財務諸表について、ＫＤＡ監査法人により四半期レビューを受けてお

り、改めて四半期レビュー報告書を受領しております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

（訂正前）

  （単位：千円）

 
当第１四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
（平成21年３月31日）

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,261,806 2,748,707

受取手形及び売掛金 4,064,841 4,632,882

商品及び製品 252,584 341,912

仕掛品 51,678 46,359

原材料及び貯蔵品 55,601 59,315

その他 1,454,365 1,613,383

貸倒引当金 △202,949 △198,965

流動資産合計 7,937,929 9,243,595

   

（中略）

   

資産合計 13,815,691 15,246,544

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,303,499 3,791,752

短期借入金 ※２　2,164,450 ※２　2,616,894

未払法人税等 17,374 92,756

役員賞与引当金 2,000 7,265

その他 2,053,393 2,157,761

流動負債合計 7,540,718 8,666,430

   

（中略）

   

負債合計 9,638,509 10,750,503

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,150,294 4,150,294

資本剰余金 2,488,479 4,014,294

利益剰余金 △3,403,702 △4,625,965

自己株式 △62,382 △62,382

株主資本合計 3,172,689 3,476,241

   

（中略）

   

純資産合計 4,177,182 4,496,041

負債純資産合計 13,815,691 15,246,544
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（訂正後）

  （単位：千円）

 
当第１四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
（平成21年３月31日）

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,261,806 2,748,707

受取手形及び売掛金 4,048,841 4,632,882

商品及び製品 252,584 341,912

仕掛品 51,678 46,359

原材料及び貯蔵品 55,601 59,315

その他 1,453,649 1,613,383

貸倒引当金 △202,949 △198,965

流動資産合計 7,921,212 9,243,595

   

（中略）

   

資産合計 13,798,975 15,246,544

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,303,499 3,791,752

短期借入金 ※２　2,164,450 ※２　2,616,894

未払法人税等 17,374 92,756

役員賞与引当金 2,000 7,265

その他 2,058,393 2,157,761

流動負債合計 7,545,718 8,666,430

   

（中略）

   

負債合計 9,643,509 10,750,503

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,150,294 4,150,294

資本剰余金 2,488,479 4,014,294

利益剰余金 △3,425,418 △4,625,965

自己株式 △62,382 △62,382

株主資本合計 3,150,973 3,476,241

   

（中略）

   

純資産合計 4,155,466 4,496,041

負債純資産合計 13,798,975 15,246,544
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（２）【四半期連結損益計算書】

第１四半期連結累計期間

（訂正前）

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

   

（前略）

   

販売費及び一般管理費 ※　2,267,047 ※　2,107,376

営業損失（△） △23,335 △88,215

   

（中略）

   

経常損失（△） △40,509 △91,040

   

（中略）

   

特別損失   

固定資産除売却損 2,286 774

投資有価証券売却損 2,258 －

投資有価証券評価損 5 －

貸倒損失 － 2,093

その他 2,965 1,671

特別損失合計 7,515 4,539

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

43,764 △88,467

   

（中略）

   

四半期純利益又は四半期純損失（△） 4,434 △131,498
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（訂正後）

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

   

（前略）

   

販売費及び一般管理費 ※１　2,267,047 ※１　2,106,431

営業損失（△） △23,335 △87,270

   

（中略）

   

経常損失（△） △40,509 △90,096

   

（中略）

   

特別損失   

前期損益修正損 － ※２　20,000

固定資産除売却損 2,286 774

投資有価証券売却損 2,258 －

投資有価証券評価損 5 －

貸倒損失 － 2,093

過年度不正流用損失 － ※２　2,660

その他 2,965 1,671

特別損失合計 7,515 27,200

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

43,764 △110,183

   

（中略）

   

四半期純利益又は四半期純損失（△） 4,434 △153,214
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

（訂正前）

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

43,764 △88,467

減価償却費 125,947 92,006

のれん償却額 43,355 41,983

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,332 5,734

退職給付引当金の増減額（△は減少） △2,315 31,096

受取利息及び受取配当金 △9,400 △6,997

支払利息 16,493 10,856

持分法による投資損益（△は益） 3,235 8,136

持分変動損益（△は益） － △3,087

投資有価証券売却損益（△は益） △78,917 △1,229

固定資産除売却損益（△は益） 2,286 774

売上債権の増減額（△は増加） 845,272 542,252

たな卸資産の増減額（△は増加） 121,727 77,026

仕入債務の増減額（△は減少） △868,458 △487,922

その他 404,883 △11,833

小計 646,541 210,328

利息及び配当金の受取額 14,965 8,138

利息の支払額 △15,567 △6,384

法人税等の支払額 △80,625 △74,585

営業活動によるキャッシュ・フロー 565,313 137,496

（後略）
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（訂正後）

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

43,764 △110,183

減価償却費 125,947 92,006

のれん償却額 43,355 41,983

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,332 5,734

退職給付引当金の増減額（△は減少） △2,315 31,096

受取利息及び受取配当金 △9,400 △6,997

支払利息 16,493 10,856

持分法による投資損益（△は益） 3,235 8,136

持分変動損益（△は益） － △3,087

投資有価証券売却損益（△は益） △78,917 △1,229

固定資産除売却損益（△は益） 2,286 774

売上債権の増減額（△は増加） 845,272 558,252

たな卸資産の増減額（△は増加） 121,727 77,026

仕入債務の増減額（△は減少） △868,458 △487,922

その他 404,883 △6,117

小計 646,541 210,328

利息及び配当金の受取額 14,965 8,138

利息の支払額 △15,567 △6,384

法人税等の支払額 △80,625 △74,585

営業活動によるキャッシュ・フロー 565,313 137,496

（後略）
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【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

（訂正前）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。
 

貸倒引当金繰入額 3,201千円

従業員給料及び手当 1,102,664千円

退職給付費用 89,583千円

賃借料 205,230千円
　

 
貸倒引当金繰入額 4,977千円

従業員給料及び手当 1,099,030千円

退職給付費用 80,001千円

賃借料 167,169千円
　

 

（訂正後）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。
 

貸倒引当金繰入額 3,201千円

従業員給料及び手当 1,102,664千円

退職給付費用 89,583千円

賃借料 205,230千円
　

 
貸倒引当金繰入額 4,977千円

従業員給料及び手当 1,099,030千円

退職給付費用 80,001千円

賃借料 167,169千円
　

────── ※２　前期損益修正損・過年度不正流用損失

 　当社元社員による過年度に渡る保険料の不正請求及

び架空売上が判明したことに伴い、架空売上の金額

20,000千円については、前期損益修正損で表示してお

ります。保険料の不正請求については、平成16年３月31

日終了連結会計年度から前連結会計年度までの各連結

会計年度の連結財務諸表に対して、販売費及び一般管

理費の振替の修正を必要とする影響が生じております

が、その金額が僅少であるため、過年度不正流用損失

2,660千円を当第１四半期連結会計期間に一括計上し

ております。

　なお、各連結会計年度における要訂正額の内訳は以下

のとおりであります。

  
過年度販売費及び一般管理費訂正額

平成16年３月期 △1,616千円

平成17年３月期 △5,580千円

平成18年３月期 △7,781千円

平成19年３月期 △6,071千円

平成20年３月期 △8,356千円

平成21年３月期 △10,361千円
  
計 △39,767千円

  

過年度不正流用損失

平成16年３月期 1,616千円

平成17年３月期 5,580千円

平成18年３月期 7,781千円

平成19年３月期 8,196千円

平成20年３月期 9,984千円

平成21年３月期 9,268千円
  
計 42,428千円
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

（訂正前）

（前略）

当第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

 
機器関連事業
（千円）

ネットワーク
関連事業
（千円）

計（千円）
消去又は全社
（千円）

連結（千円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 2,146,4065,743,9637,890,369 － 7,890,369

(2）セグメント間の内部売上高又
は振替高

15,259 20,987 36,246 △36,246 －

計 2,161,6655,764,9507,926,615△36,2467,890,369

営業損失（△） △77,752 △10,463 △88,215 － △88,215

（後略）

 

（訂正後）

（前略）

当第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

 
機器関連事業
（千円）

ネットワーク
関連事業
（千円）

計（千円）
消去又は全社
（千円）

連結（千円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 2,146,4065,743,9637,890,369 － 7,890,369

(2）セグメント間の内部売上高又
は振替高

15,259 20,987 36,246 △36,246 －

計 2,161,6655,764,9507,926,615△36,2467,890,369

営業損失（△） △77,106 △10,164 △87,270 － △87,270

（後略）
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（１株当たり情報）

（訂正前）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

 

１株当たり純資産額 266.79円
　

 

１株当たり純資産額 288.44円
　

 

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

 

１株当たり四半期純利益金額 0.32円
　

 

１株当たり四半期純損失金額（△） △9.55円
　

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、

希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載し

ておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失

であるため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）
  

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） 4,434 △131,498

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
4,434 △131,498

期中平均株式数（千株） 13,764 13,764

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

────── ──────
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（訂正後）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

 

１株当たり純資産額 265.21円
　

 

１株当たり純資産額 288.44円
　

 

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

 

１株当たり四半期純利益金額 0.32円
　

 

１株当たり四半期純損失金額（△） △11.13円
　

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、

希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載し

ておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失

であるため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）
  

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） 4,434 △153,214

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
4,434 △153,214

期中平均株式数（千株） 13,764 13,764

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

────── ──────
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成22年８月13日

株式会社フォーバル

取締役会　御中

 

ＫＤＡ監査法人

 

 

 
指　定　社　員
業務執行社員

 公認会計士 関　本　　享　　印

 

 

 
指　定　社　員
業務執行社員

 公認会計士 毛　利　　優　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社フォーバル

の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フォーバル及び連結子会社の平成21年６月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

追記情報

　四半期報告書の訂正報告書の「第５　経理の状況　２．監査証明について」に記載されているとおり、会社は金融商品取引

法第24条の４の７第４項の規定に基づき四半期連結財務諸表を訂正している。当監査法人は訂正後の四半期連結財務諸表

について四半期レビューを行った。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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